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新型コロナウイルスの脅威はまだ続いています。
2025年1年間で2万人以上（大半は高齢者）が新型コロナで亡くなっており、
インフルエンザの死亡者数の3倍以上です。

新型コロナワクチンで、入院リスクを減らせます。
新たなワクチンを秋に接種することで、60歳以上の新型コロナによる入院が
翌年4月までに62%、翌年4～9月に72％減少したことが報告されています*。

接種後は接種部位の疼痛や発熱がみられますが、多くは数日でおさまります。
ワクチン接種後の副反応による死亡リスクの増加は認められていません**。

本格的な冬が来る前に、ワクチン接種を受けましょう。
ワクチンの効果も時間経過で低下するため、毎年1回の接種が推奨されます。

*2024年度接種に関する長崎大学熱帯医学研究所のVERSUS研究https://www.tm.nagasaki-u.ac.jp/versus/
**Mimura W, et al. Human Vaccin Immunother 2024 Dec 31;20(1):2350091.
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インフルエンザワクチンと同時に受けることができます


